
様式３ 指定管理業務　事業評価書（市及び指定管理者作成）

　　平成２７年　４月　１日　～　平成３２年　３月　３１日　（３年目）　

自　己
評　価

所管課
評　価

  １ 施設全般管理運営に関する業務

4 4

3 3

4 4

 ２ 施設利用に関する業務

4 4

3 3

 ３ 保守点検並びに清掃等業務等

3 3

3 3

3 3

4 3

 ４ 事業の実施に関する業務

3 3

4 3

3 3

4 4

 ８　その他

（１）記録管理 業務日誌や点検・修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか 3 3

（２）経理 3 3

3 3

指 定 期 間

平成２９年度　指定管理業務　事業評価書

施 設 名

施 設 所 管 課 教育委員会　　社会教育課　　（内線　６４３）

指 定 管 理 者 名

評価項目 評価基準

Ⅰ
履
行
の
確
認

 （１）職員体制 基準に基づき、適正な人員配置がなされたか

 （２）職員研修 業務に必要な研修・教育が適切に行われたか

 （３）利用の促進 利用者拡大のための利用促進業務が適切に行われたか

 （１）利用状況 利用者数・稼働率等は、適正な水準であるか　　　　　　※１

 （２）利用料金 利用料金の設定、徴収・減免・還付の手続きは適切であるか

 （１）保守点検業務 基準に基づき、保守点検が適切に行われたか

 （３）保安・警備業務 基準に基づき、保安・警備業務が適切に行われたか

 （４）修繕業務 基準に基づき、修繕業務が適切に行われたか

 （２）清掃・維持管理業務 基準に基づき、清掃業務・維持管理業務が適切に行われたか

 （１）指定業務 基準に基づく指定業務が適切に行われたか

経理処理が適切に行われたか

 （２）自主事業 基準に基づく自主事業が適切に行われたか　　　

 ５ 個人情報の取扱い 個人情報の取り扱いが適正に行われたか

 ６ 管理目標 設定目標に対する結果は妥当であるか　　　　　※２

 ７ 緊急対応
事故、災害等の緊急時の連絡体制が確保されているか

3 3
緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練等を行っているか

（３）意思疎通 市や関係機関との連携が適正に行われているか

幸手市立図書館 外1施設

ＳＡＴＴＥ　ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ　ＴＲＣ　ＧＲＯＵＰ



自　己
評　価

所管課
評　価

3 3

3 3

3 3

自　己
評　価

所管課
評　価

3 3

経営状況分析指標の結果は妥当であるか　　　　※４ 3 3

団体等の経営状況分析指標の結果は妥当であるか  ※５ 3 3

81 79

100 100

《評価区分》

4

3

2

1

Ｓ

A 良好に施設を管理している。（評価点数がすべて３以上である）（上記以外）

Ｂ

Ｃ 改善を要する管理運営状況である。（評価点数に１が含まれている）

Ⅱ
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価

 １ 利用者満足度 利用者アンケート等を実施し、その結果は妥当であるか

 ２ 維持管理業務
日常清掃業務や衛生管理は適正であるか

 ４　指定事業・自主事業

（１）指定事業 実施された事業内容は、質の高いものであったか

（2）自主事業 実施された事業内容は、質の高いものであったか

3 3
備品などの設備の維持管理は適正であるか

 ３ 運営業務
備品の貸出状況や消耗品等の補充状況は適切であるか

3 3
利用許可など利用者への接客対応は適切であるか

評価項目 評価基準

Ⅲ
サ
ー
ビ
ス

の
安
定
性
の

評
価

 １ 事業収支 事業収支は妥当であるか　　　　※３

 ２ 経営状況分析指標

 ３ 団体等の経営状況

協定書等の基準を遵守しておらず、改善の必要な内容である

合計得点 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの評価点数の合計（得点／満点）

総　　括

指定管理者の自己評価

平成29年度は、図書館は市民のための生涯学習の場である、をモットーに利用者増、特
に児童の利用増を主目的として運営致しました。結果、利用者数・貸出者数・貸出数・リク
エスト数、全てにおいて指定管理2年目の数値を上回ることができました。これは、ホーム
ページの充実を図った結果、Webでの利用者の反応も良く出た結果と考えます。自主事
業においては、29年度も東京海洋大学・ＪＡＸＡ・国立印刷局等の近隣自治体では行って
いないものを実施し、児童向けのイベントも多く開催した結果、子ども達と一緒に図書館を
利用する保護者も多く見受けられるようになりました。また、高齢の方々向けのイベントも多
くの参加者が集まるようになり、市民のための図書館としての機能を発揮できるようになっ
たと考えています。利用者満足度アンケート結果も利用者の満足度が向上しており、今後
も高い評価をいただけるよう努力していきます。また、学校等との連携をさらに深め、幸手
市民へ提供するサービスの質を高めていきます。

施設所管課の評価

指定管理３年目にあたる今年度も、仕様書・事業計画書に基づく図書館管理・運営業務に
ついては、概ね順調に着手・実施したものと評価する。アンケート調査の結果などからも、
利用する市民の評価が良好であることがうかがえ、利用者数・貸出数等の図書館評価指
標も上向きであることがそれを実証している。今後も各種事業の企画運営に積極的に取り
組み、社会教育施設として市民サービスの向上や、安全で快適な読書空間の維持に努
め、誰からも愛され、信頼される図書館づくりが実現するよう期待している。

総合評価

極めて良好に施設を管理している。（評価点数がすべて３以上であり、かつ４が２つ以上である）

概ね適正に施設を管理しているが、内容の一部に課題がある。（評価点数に２が含まれている）

評価項目 評価基準

総合評価

区　　　分 S

特記事項

評価点数

協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である

協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である

協定書等の基準を遵守しているが、内容の一部に課題がある


